


要約: 

喫煙が健康を害する考えがわが国においてもようやく定着し、昭和 62 年厚生省は「タバコ

白書」を報告した。 

我々は昭和 52 年以来、妊婦の喫煙と飲酒行動が胎児に及ぼす影響を調査し、当時の妊婦の

喫煙率は 12.4%であった。同様の調査を昭和 62 年より行っているが、妊婦喫煙率の推移、

出生時体重、乳児期の疾病罹患状況について報告する。 


